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---市中技術差異点

04-03
NW内映像処理技術と、分散型DCを実現するSCX技術

リアルタイム映像処理と
効率的な伝送リソースの利用を実現します

#業務効率化 #レジリエンス

これまでの光伝送ネットワークはニーズに応じた柔
軟なリソース提供や遅延を感じないようなリアルタ
イム性の高いライブ配信が困難でした。

ビジネスニーズに応じたネットワークリソース、映
像処理機能を提供し、より幅広い事業者にサービス
を展開できます。

複数のAPNパス上に跨って高品質な通信パスを構築するSCX技
術と、ネットワーク内リソースによる映像フレーム精度の同期
やリアルタイム映像処理技術

End-to-Endで確定通信を柔軟に実現するSCX技術とネットワー
ク内の映像処理を連携したリアルタイム性の高い映像サービス
により、APNのリソースを効率的に利用しつつ高臨場でインタ
ラクティブな映像体験が可能

情報通信業分野において、ネットワークサービスに適用（2030年頃）
放送分野において映像制作やリモートプロダクションのユースケースに適用（2028年頃）

問い合わせ先URL

出展社＝日本電信電話株式会社

https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=301&param03=D04-03
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